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Tani ら（2006）の報告によれば、Wister ラット（各群雄 6 匹）にリン酸

二水素カリウム（0.3（対照群）、0.6、0.9、1.2、1.5%；0.15、0.30、0.45、
0.60、0.75 g/kg 体重/日）とカルシウム（0.6%）とカルシウム（0.6%）を

含む餌を 4 週間投与する試験を実施している。その結果、摂餌量について、



0.6%以上投与群で減少が認められたとされている。体重について、1.5%投

与群で摂餌量 100 g あたりの体重増加に抑制が認められたとされている。

血液生化学的検査において、血中リン濃度について、0.6%以上投与群で増

加傾向が認められたが有意な増加は認められていないとされている。血中

副甲状腺ホルモン濃度について、1.5%投与群で増加が認められたとされて

いる。血中カルシトニン濃度について、0.6%以上投与群で増加傾向が認め

られ、0.9%投与群では有意な増加が認められたが、1.2%以上投与群では有

意な増加は認められていないとされている。尿検査及び糞の検査において、

尿中及び糞中のリン排泄量について、0.6%以上投与群で増加が認められた

とされている。尿中のカルシウム排泄量について、0.6%以上投与群で減少

が認められたとされている。リンの吸収量（摂取量－糞中リン排泄量）に

ついて、0.6%以上投与群で増加が認められたとされている。1.2%以上投与

群でリンの吸収と排泄バランス（小腸におけるリンの吸収量－尿中リン排

泄量）に減少が認められたとされている。また、腎刷子縁膜の RNA 及び

蛋白の発現について、1.5%投与群で減少が認められ、用量相関性が認めら

れたとされている。Tani らは、1.2%以上のリンの投与により、ラットのリ

ン恒常性維持機構に悪影響がある可能性があると示唆している。 
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Sullivan ら（2009）の報告によれば、高リン血症患者（血中リン 5.5 mg/dL
以上、145 名）に、商店での買い物や飲食店での食事において、リン含有

食を避ける教育を行い、3 か月間の血中リン濃度を測定する試験を実施し

ている。その結果、試験開始 3 か月後の血中リン濃度について、教育群は

非教育群より大きく減少したとされている。教育群は非教育群より多くの

被験者が添加物表、栄養表のラベルを読んでいたが、食事の知識に関する

テストの成績に差は認められなかったとされている。 
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Kemi ら（2009）の報告によれば、健康な閉経前の女性（31-43 歳、147 名）

を、食物由来及び食品添加物由来のリン摂取量に応じて 4 つの群に分け、

それぞれの血中副甲状腺ホルモン濃度、血中カルシウム濃度を測定する試

験を実施している。その結果、血中副甲状腺ホルモン濃度について、最も

リン摂取量の多い群（リン換算で平均 1,956 mg/日を摂取）で最もリン摂

取の少ない群（リン換算で平均 961 mg/日を摂取）に比べて増加が認めら

れたとされている。また、平均血中副甲状腺ホルモン濃度について、プロ

セスチーズを摂取していた被験者群で増加が認められ、ミルクやプロセス

チーズ以外のチーズを摂取していた被験者群では減少が認められたとされ

ている。血中カルシウム濃度について、最もリン摂取量の多い群は最もリ

ン摂取の少ない群に比べて減少が認められたとされている。Kemi らは、

高用量のリンの日常的摂取によって骨に悪影響となる可能性を示唆してい

る。 
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Calvo(1988)の報告によれば、健康な成人（18 名、うち男女各 9 名）に中

性リン酸カリウムナトリウム（リンとして 1 g）又は対照（塩化ナトリウム

1.7 g）を投与する試験が実施されている。その結果、血漿リン値について、

対照群で減少が認められたが、リンの投与により上昇したとされている。

血清カルシウム値、iPTH 値、尿中サイクリック AMP 値に変化は認められ

なかったとされている。 
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Bell ら（1977）の報告によれば、健康な成人（8 名、うち男性 5 名、女性

3 名）にリン含有添加物を含まない食事（タンパク質 95 mg、カルシウム

0.7 g、リン 1.0 g を含む）を 4 週間与え、その後、リン含有添加物（主に

ポリリン酸ナトリウム）を含む食事（カルシウム 0.7 g、リン 2.1 g を含む）

を 4 週間与える試験を実施している。その結果、リン含有添加物を含む食

事によって、8 名全員に腸の痛み、軟便又は下痢が認められたとされてい



る。これらの症状に関して、6 名は消失したが 2 名は試験期間を通して継

続したとされている。また、リン含有添加物を含む食事によって、血清中

リン値、尿中リン値の増加、血清中カルシウム、尿中カルシウムの減少が

認められたとされている。また、6 名で尿中ヒドロキシプロリンの増加、

サイクリック AMP 値の上昇が認められたとされている。 
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